


ＮＰＯ法人賀露おやじの会（鳥取市）

組手什（くでじゅう）による震災支援・木育木装推進事業

【取組に至った経緯】
H22年から智頭町で過疎・高齢化・林業低迷にあえぐ山村の再生モデ
ルとして木の宿場プロジェクトを始め、その一環として、間伐材を加
工した木工用部材「組手什」として都市部で販売。売上の5%を地域に
還元。

【取組概要】

間仕切り等として活用していただくため、組手什を東日本大震災の避難
所に寄付する取組は、新聞・ＴＶ等で全国放映され、一躍脚光を浴びた。

智頭町木の宿場プロジェクト
に勢ぞろいした軽トラ

震災避難所で間仕切り収納棚
に使用された組手什

子どもたちが無垢の木に触れ
て木育

駅前活性化事業委員会（八頭町）

「八頭を売り込め！」「八頭に呼び込め！」・・・八頭の魅力創出事業

【取組に至った経緯】

八頭地域の活性化を目的に実施する各種活動は、行政や企業の枠を越
えた住民参加型の取組の先鞭をつけ、将来に向けた活気ある地域づく
りの礎を築いている。

【取組概要】
・八頭軽トラ朝市の主催及び町内の各種イベントに朝市会員の出店応援
・八頭ふるさとかかしでまちおこし。“西の妖怪 東のかかし”
・八頭特産品の紹介、販売及び創出
・八頭の情報発信基地「きらめきプラザ八頭」の運営

合格柿（五角形花御所柿）をお買い上
げいただいたお客様の満願成就を多宝
寺で祈祷

かかし親の会の皆さんの作品展示会記
念撮影。このあとかかしを保育所や、
施設に寄贈

五月の八頭軽トラ朝市は、餅つき等の
売上げを、東日本大震災の被害者に寄
付。



NPO法人智頭町森のようちえん まるたんぼう（智頭町）

広げよう森の子育て！～森のようちえん まるたんぼうの挑戦～

【取組に至った経緯】

智頭町の豊かな森を子育てに活用し、北欧発の「森のようちえん」を
展開。日本の山村における豊かな子育てのモデル創出を目指す。

【取組概要】

１年を通じて智頭町の森の中で子ども達の自主的な活動を重んじた保育
を実践。3～5歳児21名を平日預かる（まるたんぼう）クラスの他、1～2
歳児の親子で森を散歩する（こでだ組）クラス、月1回森の中で親子で過
ごす‘森のおさんぽ会’を開催。本格的な森のようちえんとして全国か
ら注目を浴びている。

水浴び デッキでランチ朝の会

下古川里山クラブ（倉吉市）

「団塊オヤジの活動・地域への恩返し」
～背中で語る子供たちへのメッセージ～

【取組に至った経緯】

かつて地域の生活基盤であった里山の再生を目指し、地元

（倉吉市下古川）に帰ってきた団塊世代の同級生4人が
リードして、整備活動を始めた。

【取組概要】
里山の日（毎月26日）を設定して里山整備を行ない、古墳を語る会の開催や、小
学生と樹名板を設置する等、資源を活かしながら地域と共に里山の保全活動を展
開している。

「毎月26日は里山の日」、みんな
で整備活動

里山整備を始めた4人の同
級生

小学生と一緒に樹名板を設置

シンボル「北条大将塚古墳」



NPO法人喜八プロジェクト（米子市）

まんが王国とっとり建国プロジェクト
～勝手にマンガサミット応援団！～

【取組に至った経緯】

「ゲゲゲの鬼太郎」「名探偵コナン」と共に、地域発のコンテンツに
よりまんが王国を盛り上げ、地域活性化を図ろうと活動を開始。

【取組概要】

鳥取県で生まれたコンテンツである「だらず様」「ネギマン」を活用し
て「だらず夜市」「米子映画事変」などのイベントを通じて、地域活性
化を目指す。

平成23年夏米子の商店街に現
れた「だらず夜市」

平成23年9月23～25日米子の商店街
を中心に行われた米子映画事変

平成24年1月13日正式に結成した
「勝手にマンガサミット応援団」

左から野坂米子市長、平井鳥取県知事、喜八プロジェク
ト判澤理事長、ｶﾞｲﾅｯｸｽ 赤井ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ、山陰ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰ
ｸｺﾝﾃﾝﾂ協議会吉田副会長

多里まちづくり推進協議会（日南町）

日南町多里と東京谷中よみせ通り商店街等の交流事業

【取組に至った経緯】

東京から日南町にＩターンした若者の提案で、東京と日南町多里の交
流に発展。

【取組概要】

東京都台東区谷中よせみ通り商店街にて伝統芸能（鳥取県無形文化財
「日南町のかしら打ち」）の披露や特産品の紹介など日南町多里地区の
ＰＲを行う等、都市と農村の交流事業を行った。

鳥取県無形文化財「多里のか
しらうち」

野菜・団子汁販売 東京旬菜便(野菜便の発送）


